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　兵庫県南部の六甲高雄観測室は万福寺断層を貫いており、その断層破砕帯からは常時、湧水が生じてい

る。同観測室で観測された湧水量変化および間隙水圧変化には、通常、春季に最小，秋季に最大となる年周変

化を含んでいる。しかし、年周変化の大きさは年によって異なり、2017年の湧水量変化および間隙水圧変化

には顕著な年周変化が現れなかった。本発表では、地下水流動の年周変化を制御する要因として、広域の地殻

変動、降水、地震動の影響について調べた結果を報告する。 

 

　六甲高雄観測室では、埋設型石井式歪計、伸縮計、水管傾斜計による地殻変動連続観測に加え、湧水量計と

間隙水圧計を用いて断層破砕帯近傍における地下水流動の連続観測を実施している。湧水量変化および間隙水

圧変化の観測値に潮汐解析プログラムBAYTAP-Gを当てはめて潮汐振幅および位相を計算し、海洋潮汐荷重計

算プログラムGOTIC2で得られた体積歪の理論潮汐と比較したところ、主要分潮O1およびM2の位相は理論値と

ほぼ一致しており、いずれも地殻応力の潮汐変化に対して同様な応答を示していた。 

 

　2017年の湧水量変化および間隙水圧変化の観測値は顕著な年周変化を示さず、その年周変化の振幅は年平

均値の高々10％程度に留まった。一方、2017年を除く2015年以降に関しては、年平均値の数10％以上の振

幅で顕著な年周変化が現れた。2000年以前に観測が開始された湧水量変化の観測値を調べてみると、2005年

および2012年にも年周変化が小さくなった時期があることがわかった。このように年周変化の振幅が年に

よって異なる原因としては、広域の地殻変動、降水、地震動の影響などが考えられた。 

 

　同観測室周辺の広域の地殻変動として、国土地理院GEONETの観測値から面積歪の変化を求めたところ、上

記の年においても顕著な年周変化が存在しており、広域の地殻変動に応じて地下水流動の年周変化が消失した

わけではないと推察された。降水の影響に関しては、上記の年は例年より年間降水量が少ない時期と対応して

おり、一見、降水量の減少が地下水量の減少を引き起こし、地下水流動の年周変化が小さくなったと考えられ

る。しかし、この考えは、2017年の間隙水圧が高い値を維持したままであったという観測結果と矛盾する。 

 

　万福寺断層の破砕帯では、2011年東北地方太平洋沖地震後の１年以上にわたって透水性が低下したことが

観測された（向井・大塚，2014）。同様な透水性の低下は、2016年の熊本地震および鳥取県中部地震におい

ても観測されている（向井他，2017）。地下水流動の年周変化が小さくなった2005年、2012年および

2017年は、そうした大地震が発生した翌年にあたり、一時的な透水性の低下が地下水流動や水圧の伝播を妨

げ、年周変化が小さくなった可能性が考えられる。
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